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　平成 28 年 5 月 1 日発行 

2 0 1 6

No.463
人　口	19,405 人 [699] (-91 [-68])
　男	 9,813 人 [288] (-42 [-34])
　女	 9,592 人 [411] (-49 [-34])
世帯数	 8,265 戸 [366] (-51 [-66])

※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 4 月 1 日現在（前月比）

青空と緑と産業の町

５月号

はじめての　　  イッ！
元気いっぱい言えたかな？

ハ



　

３
月
に
開
か
れ
た
昭
和
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、町
民
の
皆
様
が
安
心
、

安
全
に
く
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

施
策
を
盛
り
込
む
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、平
成
28
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
形

　平成 28 年度の一般会計の歳入は、全体の約 60％を町税（町
民税・固定資産税等）が占めており、昨年度に比べて 4.3％
増となっています。
　本年度も大型主要事業である継続事業に取り組むため、地
方債の発行や基金の取り崩しなどで財源を確保しています。

成
す
る
た
め
の
継
続
事
業
費
や
教
育
の
振
興
、防
災

対
策
な
ど
、事
業
の
成
果
や
施
策
の
優
先
度
を
精
査

し
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な
活
用
に
努
め
、財
政

健
全
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
は
69
億
7
3
0
0
万

円
、特
別
会
計
は
42
億
5
8
0
4
万
8
千
円
と
な
り
、

総
額
で
1
1
2
億
3
1
0
4
万
8
千
円
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
す
。

　平成 28 年度の一般会計の歳出は、福祉・保育所関係の民
生費と、西条・昭和インター線新設工事費、町道 30 号線道
路新設工事費や橋

きょうりょう

梁点検、跨
こせんきょう

線橋耐震補強設計、公共下水
道整備のための下水道事業特別会計への繰出金等の土木費が
多くを占めています。

年 度
科 目

平成28年度 平成27年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額

民 生 費 26億4676万9千円 38.0 24億2961万5千円 8.9

総 務 費 10億4459万6千円 15.0 9億3077万9千円 12.2

土 木 費 9億   427万8千円 13.0 8億8324万8千円 2.4

教 育 費 8億6158万8千円 12.4 8億2072万4千円 5.0

公 債 費 5億5669万1千円 8.0 5億8806万5千円 △ 5.3

衛 生 費 4億9407万2千円 7.1 4億9457万0千円 △ 0.1

消 防 費 2億5536万9千円 3.7 2億4347万2千円 4.9

議 会 費 1億  136万0千円 1.5 1億  472万3千円 △ 3.2

農林水産業費 7859万9千円 1.1 4911万6千円 60.0

そ の 他 2967万8千円 0.4 2868万8千円 3.5

歳 出 合 計 69億7300万0千円 100.0 65億7300万0千円 6.1

民生費
26億4676万9千円

（38.0%）

総務費
10億4459万6千円

（15.0%）

土木費
9億427万8千円

（13.0%）

教育費
8億6158万8千円

（12.4%）

公債費
5億5669万1千円

（8.0%）

衛生費
4億9407万2千円

（7.1%）

消防費
2億5536万9千円

（3.7%）

議会費
1億136万円
（1.5%） その他

2967万8千円
（0.4%）

農林水産業費
7859万9千円

（1.1%）

歳出

69億
7300万円

歳　出 歳　入

用
語
解
説

町税
43億 9436万2千円

（63.0%）

国庫支出金
7億5932万7千円

（10.9%）

県支出金
5億6542万5千円

（8.1%）

繰入金
3億6800万円

（5.3%）譲与税及び交付金
4億4250万1千円

（6.3%）

分担金及び負担金
2億698万7千円

（3.0%）

町債
6070万円
（0.9%）

その他
1億7569万8千円

（2.5%）

町民税
18億88万1千円

（25.8%）

固定資産税
22億3878万7千円

（32.1%）

その他
3億5469万4千円

（5.1%）

歳入

69億
7300万円

年 度
科 目

平成28年度 平成27年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額

町 税 	 43億	9436万2千円 63.0 42億1356万5千円 4.3
町 民 税 18億    88万1千円 25.8 17億  918万1千円 5.4
固 定 資 産 税 22億3878万7千円 32.1 21億6658万7千円 3.3
そ の 他 3億5469万4千円 5.1 3億3779万7千円 5.0

国 庫 支 出 金 7億5932万7千円 10.9 7億3917万2千円 2.7

県 支 出 金 5億6542万5千円 8.1 4億7211万7千円 19.8

譲与税及び交付金 4億4250万1千円 6.3 3億5250万1千円 25.5

繰 入 金 3億6800万0千円  5.3 4億6900万0千円 △21.5

分担金及び負担金 2億  698万7千円 3.0 1億7516万4千円 18.2

町 債 6070万0千円 0.9 1890万0千円 221.2

そ の 他 1億7569万8千円 2.5 1億3258万1千円 32.5

歳 入 合 計 69億7300万0千円 100.0 65億7300万0千円 6.1

　町の予算は、一般会計と特別会計から      成り立っています。
　一般会計は、行政運営の基本的な経費      を計上し、町の予算の半分以上を占めて
います。

一般会計予算

69億73 00 万円
－前年度比 6.1％増－

当初 予算編成

を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
で
、長
期
的
視
野
に

立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、

財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
立
て
を
行
い
、

財
源
不
足
が
生
じ
る
年
度
に
活
用
す
る
た
め
の

基
金
で
す
。

特
定
目
的
基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産

を
維
持
し
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設
置
す

る
基
金
で
す
。学
校
建
設
事
業
に
充
当
す
る
校

舎
建
設
基
金
、公
共
施
設
の
設
備
事
業
等
に
充

当
す
る
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
、都
市
計

画
街
路
建
設
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
方
債
：
地
方
公
共
団
体
が
資
金
調
達
の
た
め

に
負
担
す
る
債
務
で
あ
っ
て
、そ
の
返
済
が
年

度
を
越
え
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。「
町

の
借
金
」の
こ
と
で
す
。

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産
を

い
い
ま
す
。「
町
の
貯
金（
貯
蓄
）」の
こ
と
で
す
。

財
政
調
整
基
金
：
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

平成28年度
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私
た
ち
の
ま
わ
り
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
主
な

事
業
と
お
金
の
使
い
道
を
「
昭
和
町
第
６
次
総
合
計
画
」
の
基
本
計
画
で
あ
る
６
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
街
路
事
業
2
9
5
0
万
円
、
町
道
30
号
線
建
設

事
業
1
8
8
6
万
円
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
河
川
の
改
良
・
改
修
費
、
橋
梁
耐
震
補
強
設
計
業
務
委
託
費
等
を

計
上
し
、
民
生
費
に
お
い
て
は
、
更
な
る
学
童
保
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
常
永
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
事
業
、
民
間
保
育

所
施
設
等
整
備
事
業
と
し
て
認
定
こ
ど
も
園
創
設
事
業
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
に
か
け
て
の
継
続
費
と
な
っ
て
い
ま
す
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
緑
の
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
業
務
委
託
な
ど
、
主
に
安
全
と
住
み
よ
さ
に
重
点
を
置
い
た
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

 

主
な
事
業
と
お
金
の
使
い
道 

　特別会計は、一般の歳入歳出予算と区別して整理する必要がある場合や、特定の事業を行う場合に設置
される会計です。昭和町では、国民健康保険や下水道など６つの特別会計があり、それぞれの予算額は、
次のとおりです。

特別会計 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 20億8000万0千円 20億5300万0千円 1.3

後期高齢者医療特別会計 1億4530万0千円 1億3560万0千円 7.2

介 護 保 険 特 別 会 計 10億  381万0千円 9億6558万4千円 4.0

介 護 サ ービ ス 特 別 会 計 1888万9千円 1613万5千円 17.1

下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億  492万2千円 10億    20万8千円 0.5

渇 水 対 策 事 業 特 別 会 計 512万7千円 611万5千円 △ 16.2

合 計 42億5804万8千円 41億7664万2千円 1.9

特別会計 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 増減率（％）

一 般 会 計 69億7300万0千円 65億7300万0千円 6.1

特 別 会 計 42億5804万8千円 41億7664万2千円 1.9

合 計 112億3104万8千円 107億4964万2千円 4.5

　平成28年度当初予算は、前年度比4億8140万6千円（4.5％）増の112億3104万8千円です。一般会計は、
前年度比4億円（6.1％）増、特別会計は前年度比8140万6千円（1.9％）増となります。

特別会計予算

 42億5804万8千円

当初予算総額

 112億3104万8千円

生
涯
学
習
社
会
の
創
造

　
○
文
化
協
会
運
営
補
助	

1
7
6	

万
円

　

○
公
民
館
活
動
各
種
講
座	

1
4
4	

万
円

　

○
図
書
館
図
書
資
料
等
購
入
費	

1
0
0
2	

万
円

地
域
の
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
○
ホ
タ
ル
愛
護
活
動
費	

15	

万
円

　

○
文
化
財
保
護
費	

1
2
4
4	

万
円

　

○
町
体
育
協
会
補
助
金	

3
5
2	

万
円

　

○
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
補
助	

90	

万
円

　

○
温
水
プ
ー
ル
運
営
費	

8
2
2
9	

万
円

　

○
総
合
体
育
館
運
営
費	

1
6
7
2	

万
円

子
ど
も
達
へ
の
教
育
の
充
実

　
○
防
犯
対
策
事
業	

21	

万
円

　

○
私
立
幼
稚
園
へ
の
就
園
奨
励
費	

4
0
0	

万
円

　

○
小
中
学
校
町
単
補
助
教
員
雇
用
（
特
別
支
援
）

	

3
2
9
3	

万
円

　

○
小
中
学
校
英
語
指
導
（
外
国
人
講
師
）

	

1
9
0
0	

万
円

　

○
学
校
給
食
費
助
成
金	

2
4
3	

万
円

　

○
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
補
助
金	

3
9
6	

万
円

　

○
青
少
年
対
策
関
係	

5
2
9	

万
円

かな心と文化を育む
まちづくり豊

平成27年度
当初予算額 65億7300万円

平成28年度
当初予算額 69億7300万円

一般会計

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110

41億7664万2千円
特別会計

一般会計
42億5804万8千円
特別会計

107億4964万2千円

112億3104万8千円

活
力
あ
る
商
工
業
の
振
興
充
実

　

○
町
商
工
会
育
成
事
業
等
補
助	

1
1
3
7	

万
円

　

○
商
業
活
性
化
人
材
育
成
事
業	

1
0
0	

万
円

　

○
小
規
模
事
業
者
等
事
業
資
金
利
子
補
給

	
8
0
0	

万
円

　

○
町
煙
草
小
売
組
合
助
成
金	
1
0
0	
万
円

　

○
地
域
産
業
人
材
育
成
指
導
事
業	
50	
万
円

　

○
商
工
会
一
般
事
業
推
進
費	

36	

万
円

持
続
す
る
都
市
近
郊
型
農
業
の
展
開

　

○
農
道
等
・
用
水
路
整
備
関
係	

3
2
9
0	

万
円

　

○
遊
休
農
地
等
利
用
促
進
助
成
事
業	

30	

万
円

　

○
農
業
振
興
地
域
農
地
保
全
助
成
金	

	

4
2
1	

万
円

　

○
ブ
ラ
ン
ド
米
試
作
補
助	

50	

万
円

可
能
性
を
高
め
る
雇
用
・
起
業
の
支
援

　

○
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
負
担
金

	

2
0
6	

万
円

　

○
働
く
婦
人
の
家
運
営
費	

36	

万
円

ぎわいと活力のある
まちづくりに
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計
画
的
な
土
地
利
用
と

美
し
い
街
並
み
づ
く
り

　

○
公
園
樹
木
管
理
委
託	

2
8
6
1	

万
円

　

○
公
園
整
備
事
業

　
　
（
公
園
施
設
維
持
管
理
）	

73	

万
円

　

○
町
道
植
樹
・
緑
地
帯
等
管
理
委
託	

	

1
6
6
5	

万
円

　

○
花
の
植
栽
業
務
委
託	

1
7
3	

万
円

　

○
雑
草
処
理
委
託	

1
7
6	

万
円

　

○
緑
化
を
推
進
す
る
生
け
垣
作
り
補
助

	

75	

万
円

　

○
土
地
区
画
整
理
事
業
費	

3	

万
円

えあう健やかなまちづくり支

画と交流のまちづくり参
心して暮らせるまちづくり安

適で住み心地のよいまちづくり快
健
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

保
健
・
医
療
の
充
実

　

○
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成	
9
1
0
0	

万
円

　

○
養
育
医
療
費
助
成	
1
0
0	

万
円

　

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成	

	

5
0
4
0	
万
円

　

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成	

1
6
0
0	

万
円

　

○
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
委
託	

2
1
0
0	

万
円

　

○
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業	

1
5
6	

万
円

　

○
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業	

12	

万
円

　

○
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
接
種
委
託
事
業	

	

1
億
1
6
3
7	

万
円

次
代
を
担
う
子
育
て
の
支
援

　

○
児
童
手
当	

3
億
9
0
1
2	

万
円

　

○
児
童
措
置
・
児
童
支
援
事
業
補
助

	

9
億
7
9
6
9	

万
円

　

○
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
費

	

9
1
2
4	

万
円

　

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
費	

2
8
7	

万
円

い
き
い
き
と
し
た
福
祉
社
会
の
形
成

　

○
高
齢
者
給
付
金	

5
3
1	

万
円

　

○
高
齢
者
の
自
立
支
援
事
業
費	

1
1
3
3	

万
円

　

○
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業	

1
5
1
7	

万
円

　

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業	

6
9
6	

万
円

　

○
障
害
児
者
補
装
具
給
付	

3
0
0	

万
円

　

○
自
立
支
援
給
付
費	

2
億
7
1
8	

万
円

　

○
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
事
業	

3
1
5
6	

万
円

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金	

	

9
4
1
2	

万
円

　

○
介
護
支
援
事
業
費	

1
5
2
0	

万
円

安
定
し
た
暮
ら
し
の
確
保

　

○
保
養
施
設
助
成
事
業	

3
7
8	

万
円

　

○
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
の
充
実	

1
8
8
2	

万
円

　

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	

1
億
4
7
4
6	

万
円

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	

2
5
3
1	

万
円

　

○
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	
1
億
3
2
6
1	

万
円

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	
1
7
3
5	

万
円

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

　

○
交
通
安
全
対
策
工
事
関
係	

5
5
0	

万
円

　

○
各
区
防
犯
灯
設
置
等
補
助
金	

1
0
0	

万
円

　

○
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
経
費	

6	

万
円

　

○
常
備
消
防（
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
）負
担
金	

	

2
億
2
2
7
2	
万
円

　

○
消
防
団
員
自
動
車
運
転
資
格
取
得
費
補
助
金	
9	
万
円

　

○
非
常
備
消
防
経
費	

1
8
7
7	

万
円

　

○
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
・
小
児
救
急
医
療
推
進
事
業
費

　
　

等
負
担
金	

8
8
9	

万
円

　

○
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）借
上	

52	

万
円

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

○
河
川
の
改
良
・
改
修
関
係	

2
9
4
3	

万
円

　

○
避
難
所
防
災
備
蓄	

2
2
4	

万
円

　

○
消
火
栓
設
置
・
維
持
管
理	

3
5
0	

万
円

　

○
自
主
防
災
会
施
設
等
整
備
費
補
助
金	

1
3
0	

万
円

　

○
防
災
士
資
格
取
得
促
進
助
成	

12	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
金	

42	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
補
助
金	

2
6
0	

万
円

　

○
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
事
業
補
助
金	

50	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
事
業
補
助
金	

40	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
業
務
委
託	

45	

万
円

健
全
な
社
会
環
境
の
維
持

　

○
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業	

27	

万
円

住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

○
無
料
法
律
相
談	

23	

万
円

　

○
ひ
と
り
の
声
事
業	

57	

万
円

　

○
議
会
広
報
・
広
報
し
ょ
う
わ
作
成

	

1
3
5
7	

万
円

　

○
男
女
共
同
参
画
関
係	

83	

万
円

　

○
地
域
力
活
性
化
交
付
金	

2
5
8
8	

万
円

ふ
れ
あ
い
の
あ
る地

域
づ
く
り
の
推
進

　

○
国
際
交
流
を
進
め
る
会
補
助
金	

14	

万
円

　

○
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
等
を
主
催
す
る	

ふ
る
さ
と

　
　

づ
く
り
推
進
委
員
会
補
助
金

	
	

1
7
0
0	

万
円

　

○
各
区
公
会
堂
建
設
費
等
補
助
金	

92	

万
円

自
律
的
で
活
力
あ
る
行
政
の
確
立

　

○
情
報
化
推
進
費	

1
億
1
8
3
1	

万
円

　

○
各
種
職
員
研
修
負
担
金	

30	

万
円

　

○
押
原
公
園
指
定
管
理
委
託	

2
1
6
5	

万
円

環
境
保
全
対
策
の
充
実

　

○
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
粗
大
ご
み
等
の

　
　

収
集
処
理
委
託
関
係	

6
5
4
1	

万
円

　

○
ご
み
減
量
化
商
品
購
入
補
助	

43	

万
円

　

○
ご
み
収
集
袋
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　

作
成	

1
0
6	

万
円

　

○
ご
み
・
屎し

尿に
ょ
う

処
理
等
中
巨
摩
広
域
事
務

　
　

組
合
へ
の
負
担
金	

1
億
4
9
6
2	

万
円

　

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

	

4
5
6	

万
円

　

○
環
境
保
全
推
進
対
策
事
業	

14	

万
円　

　

○
地
下
水
・
河
川
の
水
質
検
査
関
係

	

1
2
0	

万
円

　

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	

4
億
4
9
6
0	

万
円

　

○
動
物
管
理
事
業	

2
2
1	

万
円

利
便
性
の
高
い
道
路
・

交
通
体
系
の
確
立

　

○
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
街
路
事
業

	

2
9
5
0	

万
円

　

○
町
道
30
号
線
道
路
改
良
事
業	

	

1
8
8
6	

万
円

　

○
道
路
新
設
・
補
修
関
係	

9
1
5
0	

万
円

　

○
赤
字
路
線
バ
ス
補
助
等	

3
5
0	

万
円
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平
成
27
年
度

「
生
活
い
き
い
き
度
質
問
票
」 

の
結
果
報
告

常
永
区
画
整
理
地
内
の
公
園
名
が

「
常
永
ゆ
め
広
場
」
に
決
定
！

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
年
１
回
、
日
常
生
活
の
様
子
を
伺
う

ア
ン
ケ
ー
ト
「
生
活
い
き
い
き
度
質
問
票
」
を
対
象
年
齢
の
方
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
対
象
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
回
答
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

２
月
25
日
（
木
）、
常
永
小
学
校
南
側
に
位
置
す
る
多
目
的
広
場
の
公
園

名
募
集
に
伴
う
表
彰
式
が
、
常
永
土
地
区
画
整
理
組
合
萩
原
副
理
事
長
の

同
席
の
も
と
、
役
場
町
長
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
名
の
募
集
は
、
常
永
土
地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
さ
れ
た
公
園
（
多

目
的
広
場
）
が
町
民
の
皆
様
に
愛
着
の
あ
る
公
園
名
に
な
る
よ
う
、
町
内
の

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
募
集
を
し
、
６
０
０
点
以
上
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
選
考
し
、
各

学
校
か
ら
１
名
ず
つ
の
優
秀
賞
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
公
園
名
は
、
常
永
小
学
校
５
年
生
の

水
上
春
斗
さ
ん
が
応
募
し
て
く
れ
た
『
常
永
ゆ
め
広
場
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

	

平
成
27
年
度
に
対
象
年
齢
（
70
歳
、
73

歳
、75
歳
以
上
）
に
達
す
る
方
（
要
支
援・

要
介
護
認
定
者
、
長
期
入
院
者
を
除
く
）

	
	

	
	

1
5
8
4
人

　
回
収
数		

	

１
４
４
９
人

	

（
有
効
回
答
数　
１
３
６
３
人
）

　

調
査
の
結
果
、
１
４
４
９
人
中
8
8
9
名
（
61
・
4
％
）
が

“
元
気
な
高
齢
者
”、
4
7
4
名
（
32
・
7
％
）
が
“
積
極
的
な

介
護
予
防
（
運
動
面
や
認
知
面
な

ど
）
が
必
要
な
高
齢
者
”
で
し
た
。

中
で
も
一
番
多
か
っ
た
の
が
「
認

知
症
予
防
が
必
要
な
高
齢
者
」
で
、

4
0
2
名
（
27
・
7
％
）
で
し
た
。

　

下
の
地
図
は
「
認
知
症
予
防
が

必
要
な
高
齢
者
」
の
地
区
別
の
割

合
図
で
す
。
み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区
は
い
か
が
で
す

か
？　

認
知
症
は
い
ま
や
、
年
齢
に
関
係
な
く
「
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
身
近
な
病
気
」
で
す
。
自
分
自
身
が

予
防
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
地
域
全
体
で
、
病
気

そ
の
も
の
を
正
し
く
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

町
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
介

護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
さ
ら
に
自
主
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

常
永
ゆ
め
広
場
は
、
平
成
20
年
３
月

か
ら
始
ま
っ
た
常
永
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
い
整
備
さ
れ
た
公
園
で
、
平
成

28
年
3
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
た
だ
し

現
在
は
芝
生
の
養
生
中
の
た
め
、
供
用

開
始
は
今
年
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
公
園
内
は
、
自
転
車
練
習
コ
ー

ス
や
ビ
オ
ト
ー
プ
、
芝
生
広
場
外
周
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
多
目
的
ト
イ

レ
、
大
型
バ
ス
も
駐
車
可
能
な
駐
車
場

が
設
置
さ
れ
、
常
永
区
画
整
理
地
内
最

大
の
芝
生
広
場
で
す
。
公
園
内
か
ら
西

側
を
望
む
と
緑
の
回
廊
、
ビ
オ
ト
ー
プ

の
木
々
が
周
囲
の
山
々
と
調
和
し
、
一

年
を
通
し
て
自
然
を
楽
し
め
る
公
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
電
力
供
給
が
な

く
て
も
点
灯
可
能
な
太
陽
光
発
電
を
利

用
し
た
L
E
D
照
明
の
設
置
も
さ
れ
て

お
り
、
一
時
避
難
地
な
ど
に
も
活
用
が

可
能
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
々
と
し
た
公
園
内
は
自
然
豊
か
な

風
景
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
公
園
で
す
の
で
、

オ
ー
プ
ン
の
際
は
多
く
の
皆
様
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

対 

象 

者

  

回
答
結
果　

0

100

200

300

400

132136

258

306

154

194

95

27 38

109

70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性
女性

（人）

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
2
7
5
‐
4
8
1
5
ま
た
は
2
7
5
‐
8
7
8
5

４
人
に
１
人
以
上
は
認
知
症
の
予
防
が
必
要
な
高
齢
者 回答率 91.5％

ありがとう
ございました！

最
優
秀
賞

　
水み
ず
か
み上 

春は
る

斗と

さ
ん
（
常
永
小
学
校
）

	

『
常
永
ゆ
め
広
場
』（
写
真
中
央
）

優 

秀 

賞

　
重し
げ

田た 

夏な
つ

奈な

さ
ん
（
西
条
小
学
校
）

	

『
ゆ
め
ひ
ろ
ば
常
永
公
園
』（
写
真
中
央
右
）

　
田た

島じ
ま 

歩ほ

波な
み

さ
ん
（
押
原
中
学
校
）	

	

『
J
O
Y
!
Y
E
A
H
!
P
A
R
K
!
』（
写
真
中
央
左
）

　
小お

川が
わ 

萌も

か花
さ
ん
（
押
原
小
学
校
）

	

『
元
気
ト
キ
メ
キ
常
永
公
園
』（
当
日
欠
席
）

完成図

常
永
ゆ
め
広
場
に
つ
い
て

清水新居

西条一区

西条二区

築地新居
築地新田

押越

飯喰

河西

西条新田

河東中島
紙漉阿原

上河東

上河東二区

太陽光 LED照明 ビオトープ 芝生広場緑の回
かいろう
廊自転車練習場 【認知症予防が必要な高齢者の地区別割合】
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会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

海
野　
　

豊

　
い
き
い
き
健
康
課
長　

笹
本　

久
弘

　

税
務
課
長　
　
　

雨
宮　

章
人

　

町
民
窓
口
課
長　

清
水　

裕
美

【
課
　
長
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

依
田
い
づ
み
（
企
画
財
政
課
）

　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

戸
倉　

由
紀
（
い
き
い
き
健
康
課
）

　

学
校
教
育
課

　
　

五
味　
　

隆
（
税

務

課
）

【
係
　
長
】

　

町
民
窓
口
課　

町
民
係

　
　

今
村　

敦
美
（
環
境
経
済
課
）

　

い
き
い
き
健
康
課　

健
康
増
進
係

　
　

功
刀　

朱
美
（
い
き
い
き
健
康
課
）

【
課
　
長
】

　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　

内
藤　

芳
男
（
総

務

課
）

　

総
務
課

　
　

渥
美　

幸
久
（
企
画
財
政
課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

長
田　

信
夫
（
建

設

課
）

　

税
務
課

　
　

保
坂　

正
造
（
学
校
教
育
課
）

　

下
水
道
課

　
　

篠
原　

正
浩
（
生
涯
学
習
課
）

　

建
設
課

　
　

永
井　

敏
男
（
下
水
道
課
）

　

生
涯
学
習
課

　
　

秋
山
高
一
郎
（

　

）

【
係
　
長
】

　

総
務
課　

法
制
係

　
　

小
宮
山
和
俊
（
下
水
道
課
）

　

企
画
財
政
課　

財
政
係

　
　

清
水　

文
彦
（
収

納

課
）

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　

花
形　

政
樹
（
い
き
い
き
健
康
課
）

　

収
納
課　

徴
収
係
兼
管
理
係

　
　

神
澤　

卓
見
（
建

設

課
）

　

環
境
経
済
課　

環
境
衛
生
係

　
　

佐
久
間
紀
彦
（
町
立
温
水
プ
ー
ル
）

　

環
境
経
済
課　

農
政
振
興
係

　
　

山
本　
　

靖
（
生
涯
学
習
課
）

　

下
水
道
課　

管
理
係

　
　

望
月　

知
巳
（
町
民
窓
口
課
）

　

建
設
課　

管
理
係

　
　

鷹
野　

利
仁
（
総

務

課
）

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
係

　
　

野
中　

由
美
（
出

納

室
）

　

い
き
い
き
健
康
課　

介
護
保
険
係

　
　

大
森　

保
夫
（
福

祉

課
）

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　

内
海　

博
之
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
甲
斐
市
・
中
央
市
・
昭
和
町
介
護
認
定
審
査
会

　
　

田
中　

武
彦
（
環
境
経
済
課
）

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

細
田　

忠
司
（
環
境
経
済
課
）

【
主
　
任
】

　

都
市
整
備
課

　
　

上
田　

翔
太
（

　

）

【
主
　
事
】

　

環
境
経
済
課

　
　

志
村　
　

優
（
生
涯
学
習
課
）

　

学
校
教
育
課

　
　

塩
田　

将
大
（
税

務

課
）

【
一
般
行
政
職
　
主
事
補
】

　

議
会
事
務
局　
　

小
澤　

友
陽

　

生
涯
学
習
課　
　

萩
元　

勝
博

　

税
務
課　
　
　
　

米
倉　

武
志

　

福
祉
課　
　
　
　

井
上　

雄
貴

【
再
任
用
】

　
町
立
温
水
プ
ー
ル　

海
野　
　

豊

　

出
納
室　
　
　
　

清
水　

裕
美

◦
４
月
１
日
付
発
令

　
た
だ
し
退
任
・
退
職
者
は
３
月
31
日
付

◦
（　
）
内
は
旧
任

◦
昇
任
は
係
長
以
上
の
職
級
で
配
置
換
え

の
あ
っ
た
者
の
み
掲
載

昇
　
　
任

配
置
換
え

採

用

退
任
・
退
職

町
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
職
員
配
置
で
、
今
年
度
も
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
役
場
へ
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
等
、
お
気
軽
に
職
員
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
社
会

福
祉
協
議
会

甲
府
市
建
設
部
ま
ち

開
発
室
都
市
計
画
課

よろしくお願いします！

環
境
経
済
課

議　場

下
水
道
課

建 設 課

都市整備課

→ →

議 会
事 務 局

別棟２階へ 中央公民館２階へ

役
場
２
階

出納室

町
長
室

収

納

課

総

務

課

企
画
財
政
課

町
民
窓
口
課

税

務

課副町長室

宿
直
室

→
→

入　口

中央公民館１階へ
（夜間通用口）

役
場
１
階

通用口

通用口

総合会館
◦福祉課
◦いきいき健康課

中央公民館
◦学校教育課
◦生涯学習課

役　
場

中央公民館

別　
棟

押原中学校

総合会館

児
童
館

役場周辺図

昭和町役場　昭和町押越５４２‐２
　　　　　　（☎２７５‐２１１１）

役場配置図

　

土
木
委
員　

古
屋　

幹
雄

　

環
境
保
健
委
員　

古
屋　

幹
雄
＊

【
押
　
　
越
】

　

区

長　

海
野　
　
　

　

区
長
代
理　

上
杉　

正
名

　
　

　
　

深
澤　

利
彦

　
　

　
　

坂
本　

武
德

　

土
木
委
員　

山
田　

秀
才

　

環
境
保
健
委
員　

末
永　
　

勲

【
河
東
中
島
】

◎
区

長　

山
本　
　

哲

　

区
長
代
理　

塚
田　

栄
雄

　
　

　
　

鷹
野　

重
直

　

土
木
委
員　

山
口　

敏
文

　

環
境
保
健
委
員　

柿
島　

恭
一

【
紙
漉
阿
原
】

　

区

長　

武
井　

啓
吉

　

区
長
代
理　

花
形　

祥
一

　
　

　
　

鷺
山　

房
雄

　
　

　
　

田
口　

髙
信

　

土
木
委
員　

雨
宮　
　

誠

　

環
境
保
健
委
員　

三
浦　

行
三

【
築
地
新
居
】

　

区

長　

磯
部　

光
美
＊

　

区
長
代
理　

河
西　
　

実
＊

　
　

　
　

中
込　

保
徳
＊

　

土
木
委
員　

河
野　

浩
次
＊

　

環
境
保
健
委
員　

山
中　

敏
夫
＊

【
飯
　
　
喰
】

　

区

長　

髙
野　

清
治
＊

　

区
長
代
理　

山
崎　
　

豊
＊

　
　

　
　

小
澤　
　

光
＊

　

土
木
委
員　

牧
野　

政
秀
＊

　

環
境
保
健
委
員　

今
澤　

憲
治
＊

【
河
　
　
西
】

○
区

長　

山
畠　
　

実

　

区
長
代
理　

青
山　

忠
彌

　
　

　
　

古
屋　

光
昭

　
　

　
　

秋
山　

一
也

　
　

　
　

萩
原　

克
彦

　

土
木
委
員　

髙
橋　

豊
彦

　

環
境
保
健
委
員　

薬
袋　

隆
司

【
上  

河  

東
】

　

区

長　

向
山　
　

晃

　

区
長
代
理　

保
坂　

忠
徳

　
　

　
　

保
坂　

孝
雄

　

土
木
委
員　

金
丸　
　

弘

【
西
条
一
区
】

　

区

長　

曽
根　

孝
順
＊

　

区
長
代
理　

木
原　
　

栄
＊

　
　

　
　

中
島
周
次
郎
＊

　
　

　
　

松
本　

一
広
＊

　

土
木
委
員　

佐
野　

一
広
＊

　

環
境
保
健
委
員　

藤
原　

健
一
＊

【
西
条
二
区
】

○
区

長　

込
山　

正
一

　

区
長
代
理　

三
橋　
　

博

　
　

　
　

坂
本　

一
久

　
　

　
　

井
口　

芳
明

　
　

　
　

板
橋　

明
好

　

土
木
委
員　

竹
中　
　

洋

　

環
境
保
健
委
員　

滝
口　

正
良

【
清
水
新
居
】

　

区

長　

太
田　
　

學
＊

　

区
長
代
理　

越
水　
　

勇
＊

　
　

　
　

望
月　
　

勇
＊

　
　

　
　

小
林　

敦
郎
＊

　

土
木
委
員　

中
沢　

清
文
＊

　

環
境
保
健
委
員　

山
主　

成
人
＊

【
西
条
新
田
】

　

区

長　

阿
井
美
代
子

　

区
長
代
理　

新
藤　

和
雅

　
　

　
　

小
池　

公
昭
＊

上 河 東 二 区・上  河  東・河 　 　 西・飯 　 　 喰・築 地 新 居・紙 漉 阿 原
　 河 東 中 島・押 　 　 越・西 条 新 田・清 水 新 居・西 条 二 区・西 条 一 区

　

区
役
員
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
互
選
や
推
薦
な
ど
で
選
出
さ
れ
、
区
の

行
事
や
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、
区
か
ら
町
へ
の
要
望
な
ど
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
暮
ら
す
区
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

区
の
様
々
な
役
職
の
う
ち
、
町
か
ら
委
嘱
の
あ
る
４
役
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
つ
な
ぐ
区
役
員
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。

町
内
1 2
地
区
の
新
役
員

　

環
境
保
健
委
員　

細
田　
　

健

【
上
河
東
二
区
】

　

区

長　

河
西　

芳
彦

　

区
長
代
理　

小
林　

博
之

　
　

　
　

廣
瀬
は
る
み

　

土
木
委
員　

萩
原　

純
一

　

環
境
保
健
委
員　

小
澤　

正
史

◎
印 

区
長
会
長
、
○
印 

副
会
長
、

＊
印 

新
役
員
、
敬
称
略

各
校
着
任
先
生

【
押
原
小
学
校
】

　
教　
頭　
飯
久
保
一
男
（
岩
手
小
）

　
教　
諭　
小
宮
山　
昇
（
常
永
小
）

　
　
　
　
　
加
賀
美　
薫
（
千
塚
小
）

　
　
　
　
　
川
上　
里
恵
（
西
条
小
）

　
　
　
　
　
大
間　
俊
男
（
梨
大
付
属
小
）

　
　
　
　
　
手
塚　
好
美

　
町
単
教
員　
江
口　
佳
子

　
　
　
　
　
高
野　
裕
平

　
教
育
指
導
員　
高
見
澤
直
美

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
ア
リ
ッ
サ
・
ベ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
ア
メ
リ
カ
）

【
西
条
小
学
校
】

　
校　
長　
小
林　
　
泉
（
大
国
小
）

　
教　
諭　
五
味　
正
年
（
双
葉
西
小
）

　
　
　
　
　
仙
洞
田
瑞
恵
（
双
葉
東
小
）

　
　
　
　
　
保
坂　
直
行
（
梨
大
付
属
小
）

　
　
　
　
　
佐
野　
稚
那
（
睦
合
小
）

　
　
　
　
　
上
條　
俊
之

　
　
　
　
　
齋
藤　
遼
馬

　
　
　
　
　
横
小
路　
聡

　
　
　
　
　
原　
　
　
翼

　
非
常
勤
講
師　
雨
宮　
郁
子

　
　
　
　
　
志
村
と
し
江

【
常
永
小
学
校
】

　
校　
長　
小
林　
治
夫
（
竜
王
小
）

　
教　
諭　
望
月
美
奈
子
（
田
富
南
小
）

　
　
　
　
　
小
林　
正
彦
（
玉
幡
小
）

　
　
　
　
　
塩
澤
み
な
み
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
桐
山　
翔
太

　
　
　
　
　
三
枝
英
太
郎

　
栄
養
職
員　
石
井　
文
女
（
敷
島
南
小
）

　
教
育
指
導
員　
猪
股　
真
理

【
押
原
中
学
校
】

　
教　
頭　
河
西
美
代
司
（
松
里
小
）

　
教　
諭　
石
田　
　
宏
（
甲
府
東
中
）

　
　
　
　
　
雨
宮　
博
之
（
玉
穂
中
）

　
　
　
　
　
今
井
よ
し
み
（
甲
西
中
）

　
　
　
　
　
河
西　
弘
之
（
玉
穂
中
）

　
　
　
　
　
内
田　
拓
也
（
御
坂
中
）

　
　
　
　
　
長
澤　
　
咲

　
　
　
　
　
那
須　
寛
子

　
　
　
　
　
橘
田　
脩
平

　
　
　
　
　
矢
崎　
健
也

　
常
勤
講
師　
依
田
有
希
子

　
町
単
教
員　
向
山　
武
典

　
非
常
勤
講
師　
竹
下
み
さ
お

　
　
　
　
　
飯
室　
文
雄

　
用
務
員　
望
月　
博
詞

　

４
月
１
日
か
ら
町
内
各
学
校
に

着
任
し
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
・（　
）
内
は
前
任
校
な
ど

平 成 28 年度 区 長 の 皆 さ ん
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今
年
１
月
か
ら
３
月
に
行
わ
れ
た
町
の
公
共
工
事
等
の
入

札
結
果
（
平
成
27
年
度
昭
和
町
公
共
工
事
等
第
４
四
半
期

入
札
結
果
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係
（
☎
2
7
5
‐
8
1
5
3
）

平成 27 年度住民基本台帳の閲覧状況
　住民基本台帳法第 11 条第 3 項及び第 11 条の 2 第 12 項の規定に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を
公表します。

申し出者の氏名
（法人の場合は、その名称
及び代表者または管理人氏名）

利用目的概要 閲覧年月日 閲覧に係る
住民の範囲

１ （株）日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木稲博 家計の金融行動に関する世論調査 平成 27 年

4 月15日 築地新居　16 件

２ 一般社団法人新情報センター
　事務局長　平谷伸次

ライフスタイルのあり方に関す
る世論調査

平成 27 年
8 月12日 河東中島　20 件

３
（株）サーベイリサーチセンター
静岡事務所
　静岡事務所長　北崎聖二

山梨県男女共同参画に関する県
民意識・実態調査

平成 27 年
9 月2日

清水新居、西条新田、
河東中島　45 件

4 （株）インテージリサーチ
　代表取締役社長　井上孝志

平成２７年度　市民の社会貢献
に関する実態調査

平成 27 年
9 月8日 西　　条　  5 件

5 一般社団法人中央調査社
　会長　西澤豊

日本放送協会（NHK）のテレ
ビ視聴に関する調査

平成 27 年
11月25日 西条新田　14 件

6 東京国税局長 所得調査のため 
（国税犯則取締法第１条第３項）

平成 27 年
12 月2日

紙漉阿原、飯喰
　　　　　17 件

7 一般社団法人中央調査社
　会長　西澤豊

将来の公共サービスのあり方に
関する世論調査

平成 27 年
12 月15日 飯　　喰　11 件

8 （株）朝日新聞社
　甲府総局　河原理子

政治・選挙等に関する国民の意
識を客観的に測定、分析した報
道の為の世論調査

平成 27 年
12 月15日 西　　条　  8 件

9 一般社団法人中央調査社
　会長　西澤豊

地域社会における大学の役割に
関する世論調査

平成 27 年
12 月22日 西　　条　20 件

10 一般社団法人新情報センター
　事務局長　平谷伸次 政治意識に関する世論調査 平成 28 年

1月6日 清水新居　  8 件

11 一般社団法人中央調査社
　会長　西澤豊 宝くじに関する世論調査 平成 28 年

2 月23日 押　　越　19 件

問い合わせ　町民窓口課　町民係（☎275‐8264）

町
消
防
団
入
退
団
者

退

団

者

前
第
８
部
部
長 

　

田
中　
　

力
（
11
年
・
築
地
新
居
）

元
第
４
部
部
長 

　

福
島　

有
志
（
10
年
・
西
条
新
田
）

元
第
７
部
部
長 

　

清
水　

敬
祐
（
10
年
・
紙
漉
阿
原
）

前
第
９
部
部
長 

　

堀
口　

俊
樹
（
８
年
・
飯

喰
）

前
第
11
部
部
長 

　

細
田　

夏
樹
（
８
年
・
上
河
東
）

前
第
６
部
団
員 

　

田
島　
　

順
（
６
年
・
河
東
中
島
）

前
第
10
部
団
員 

　

土
井　
　

孝
（
３
年
・
河

西
）

団
歴
順

（　
）
内
は
団
歴
及
び
地
区

所
属
順
、（　
）
内
は
地
区

第
４
部　

荊
澤　
　

亮
（
西
条
新
田
）

第
６
部　

佐
野　

敦
史
（
河
東
中
島
）

第
７
部　

花
形　

裕
紀
（
紙
漉
阿
原
）

第
８
部　

伊
藤　

雅
徳
（
築
地
新
居
）

第
９
部　

小
屋　
　

聖
（
飯

喰
）

第
10
部　

降
矢　

将
里
（
河

西
）

第
11
部　

田
中　
　

淳
（
上
河
東
）

第
12
部　

玉
城　

克
司
（
上
河
東
二
区
）

第
12
部　

河
住　

健
一
（
上
河
東
二
区
）

新

入

団

者

　

３
月
８
日
（
火
）、
平
成
27

年
度
「
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
」
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た

り
消
防
業
務
に
率そ

っ
せ
ん
す
い
は
ん

先
垂
範
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
町

消
防
団
指
導
部
長
の
塩し

お
ざ
わ
ま
さ
ひ
ろ

澤
政
博

氏
（
押
越
）
が
「
精せ

い
せ
き
し
ょ
う

績
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
町
消
防
団
と
し

て
も
、
長
年
の
功
績
を
認
め
ら

れ
「
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
」
を
受
章
し
ま
し

た
。

新入団員の皆さん

　

４
月
１
日
（
金
）、
平
成
28
年
度
昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
が
、

総
合
会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消
防
団
の
担
い
手
と
な
っ
た

新
入
団
員
が
、
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

共
助
の
要
と
し
て
、
町
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防
団
員

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
消
防
団
で
は
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、
消
防
団
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課
ま
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
行
政
係
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

塩澤政博 氏（左）、昭和町消防団長 今村力 氏（右）

退団者を代表して清水敬祐さんが挨拶し	
消防団活動への思いを述べられました

精せ
い
せ
き
し
ょ
う

績
章
・
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬

公
共
工
事
等
入
札
結
果

（
平
成
27
年
度 

第
４
四
半
期
）

契約
番号

入札
日

工　事　名
（ 業 務 名 ） 工事場所 落札業者 予 定 価 格 工　期落札率 落 札 額

52
1
月
28
日

町道30号線橋
台新設工事(1
工区)

西条新田

㈱ゼロ 3807万円 平成28年
2月1日

～

3月31日96.244% 3644万円

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
第
１
号

2
月
12
日

昭和町都市計
画マスタープ
ラン・昭和町
緑の基本計画
策定業務委託

町内全域

㈱ブレーン
ズ 1751万円 平成28年

2月25日

～

平成30年
1月31日80.640% 1412万円

※予定価格、落札額はいずれも税抜
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